
●　指定申請業務の流れ

１　＜事前面談＞
地域生活支援事業所として指定を受けようとする場合は、電話でその旨をお伝えください。

　　意向等確認のため事前面談を行います（事前面談は完全予約制です）。あらかじめ電話で来庁日時を調整し、次に掲げる書類を持参ください。
	座間市福祉部障がい福祉課障がい福祉係
　TEL 046-252-7978


２　＜届出書類準備＞

事前面談の後に、指定基準を満たす見込みのある事業所に限り、指定に係る届け出書類一式をお渡しします。申請するサービスの種類に応じて必要な書類を準備してください。
３　＜受理及び審査＞                                                               
申請書類等は正副２部作成し、正本は市に提出、副本は事業所で保管してください。

申請書を受理した後に、サービスの種類ごとに定められた人員、設備及び運営の基準を満たしているかどうか具体的な審査を行います。審査にあたり、必要に応じて実地による確認を行います。
不備があった場合は、再度提出をお願いすることになりますのでご注意ください。

４　＜指定及び通知＞                                                               
指定は毎月1回行います。原則として、申請書類は毎月１０日締め切りで、書類が整っており基準を満たしている場合に限り、翌月１日指定とします。                                                               
指定した事業者には事業所番号を付番した『指定通知書』を送付します。当該事業所の見やすい場所に表示してください。原則として、通知の再発行はしませんので大切に保管してください。
○事前面談時に持参いただく書類
	事業計画書
	○任意様式

○計画書の規格は、A４サイズとし、表題、提出年月日、法人名と代表者名を明記した表紙を付けて付属書類とともに左綴じしてください。

○特に以下の点について記載してください。

a 障がい者支援の基本的考え方や理念に対する考え方

　a-1　動機（サービスのニーズ充足度等調査結果を踏まえた記述をお願いします）

　a-2　法人の障がい福祉活動実績

b 保護サービスに対する考え方

（定員、利用見込み人数や人員配置がわかる資料（記入例参照）を添付してください）

c　送迎サービスに対する考え方（車両台数、送迎方法等）

d　法人の概要がわかる資料（パンフレット等）

e　外部関係機関（医師等）との関わり・考え方

f　保護者との関わり方

g　人員育成（研修実施予定表等の資料を添付してください）の考え方

h　個人情報保護に関する考え方（マニュアル等を添付してください）

i　危機管理（主に災害）に関する考え方（マニュアル等を添付してください）

j　人権の擁護、虐待の防止等に関する考え方（マニュアル等を添付してください）
k　設備の概要

　k-1　事務室の設置

k-2　相談室の設置（室内における談話の漏洩を防ぐための間仕切り等を設けること）

k-3　静養室の設置

（ベッド等静養できる設備を整えること（静養室は必須ではないが、同様の部屋の確保が望ましい））

k-4　便所の設置（利用者の特性に応じたものであること）

K-5　洗面所の設置

K-6　保護（及び看護）室の設置

（収納設備等を除き利用者１人当たりで支障の無い適当な広さを有すること）

　k-7　その他1
（出入口以外に非難できる構造（掃き出し等）になっているか、避難経路を複数箇所用意されているか、居室等は地階に設置していないこと）

　K-8　その他2

　　　　（その他、建築基準法、消防法、建物・設備に関連する関係法規についても遵守してください。）

l　その他（営業日、営業時間等）

	収支予算書
	○事業実施予定年度のものとしてください。

○積算内訳書（保護サービス、送迎サービスとサービス毎に区分）を添付してください。

	財産目録又は決算書
	直近のもの


座間市地域生活支援事業所の指定に係るご案内








